
設立１０周年記念座談会 

「ＮＰＯ法人 コミュニティＮＥＴひたち設立１０年を振り返って」 

 
出席者 ：内田芳勲（ＮＰＯ法人 コミュニティＮＥＴひたち 代表理事） 

鴫原育子（同 元理事、インターソシオシステム(株) 会長） 
高橋 正（同 理事 事務局長） 
佐藤紀子（同 理事 ）・・・聞き手 
久保 裕（同 常務理事 ）・・・司会 

 
開 催 ：平成２５年４月２４日（水） 
会 場 ：｢日立アプライアンス株式会社 要害クラブ」 

 
 
 

 
久保 本日はご多忙中のところお集まりいただきあ
りがとうございます。ＮＰＯ法人コミュニティＮＥＴひ

たち（以下「Ｃｎｅｔ」と略記する）は、昨年設立１０周

年を迎え、当会の設立当初から関わってこられた皆

さんと設立後の１０年間を振り返っていただきたいと

座談会を開催しました。なお本日はお互いに、役職、

肩書抜きで「さん」付けで呼ぶことにさせていただ

きます。始めに、内田さん、本日の座談会のおおま

かな方向付けをお願いします。 

内田 話が余り発散してもいけないので、一応手元に
ある１０周年記念誌の原稿の年表に従って順に話を進

め、その中で、当会にとってエポックとなった事項

については、少し時間を取って語り合うことにして

はどうでしょうか。 

久保 まず内田さんに１０周年を迎えた現在の心境を
伺いましょう。 

内田 「葉桜や シニアの集い 早や
１０年」これが心境です。設立時は

小舟が荒海に漕ぎ出すような感じ

で、夢中でやっている間に１０年経

ったという想いと、もう一つ、志

を同じくする理事さんをはじめ、

会員の皆さんと共に働くことがで

きて随分楽しかったという想い、そして、設立以来

ご支援を賜った地域の行政、企業、各種団体、会員

の皆さんへの深い感謝の気持で一杯です。１０周年記

念式典には吉成明日立市長を始め多くの来賓にご臨

席をいただき深く感謝しております。式典の横断幕、

紅白幕、レイアウト等の会場設営、懇親会の料理な

ど会員のみなさんが、一人一役、文字どおり手作り

でやっていただいて感激しました。定年後、このＮＰ

Ｏで新しい仲間に恵まれ、男女共同参加で地域と交流

したり、会員相互に群れて楽しんでおります。生き

生きと活動するシニアやレディースの笑顔、笑い声

の絶えぬ受講者とのやり取り、明るく元気のよい小

学生との触れ合い等々を見ていると、毎日が喜びと

感謝の日々です。設立当初から紆余曲折もありまし

たが、苦しかったことも今では懐かしい思い出です。

これが１０年の歳月ということでしょう。 

 
■ 創業期の思い出 
久保 では当会の発足前後の頃から話を進めて行き

ましょう。インターソシオ システム(株)の経営をさ
れながら当時からＮＰＯ法人の活動支援を続けておら

れる鴫原さんに、当時の状況、貴社とＣｎｅｔの関わり

などをお話し願えませんか。 

鴫原 平成１３年頃、当社（株式会社インターソシオ 
システム）の営業強化を図りたいと思った時に、日

立の多賀工場出身で東京に在住の堀池喜一郎さんを

紹介していただく機会に巡り会いました。堀池さん
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は当時、三鷹でＮＰＯを立上げ、市

民活動の拠点を作って活躍されて

いました。一方、ひたちなか商工

会議所では会員の支援策で新たな

ことをしたいと悩んでおりました。

そこで私は、堀池さんのＮＰＯ三鷹

の活動が参考になると考え、シニ

アＳＯＨＯ三鷹の活動をひたちなか地区に紹介したら

よいのではと提案しました。 
まず手始めに堀池さんの講演会を開催しました。そ

の講演会の準備を当社が受け持ち、会場設定、パソコ

ン、プロジェクタ等、準備を進めました。講演参加

者募集を各自手分けしまして当日は３０人程の方がお

集まりいただけました。主婦を始めとして、いろい

ろな経歴の方がおられましたが、その中に現在の代

表理事の内田さんも参加されていたのです。 
この講演の題目は「第二の人生をより有意義に」と

いうようなことでした。当時退職して、次に何をや

ろうかと思案していた内田さんにとって、「琴線に触

れた題目だったので参加した」と後に話されていま

した。講演後、有志で「あさくら」（酒場）で懇親会

を開催しましたが、その場にも内田さんは参加され

堀池さんに積極的に質問しておられたのが印象的で

した。 

内田 やぁ！懐かしい話です。随分時間が経ってお

りますが鮮やかに甦ります。その日は、堀池さん、

鴫原さんを知ることができて歴史的な一日となりま

した。というのは、当時漠然とＮＰＯ法人のようなも

のを立ち上げるか、既存の組織があれば参加したい

と思っておりましたが、講演を聞いてさらにその後

の懇談会で一つの方向が見えて、これからはＮＰＯ法

人の時代だと信念のようなものを感じました。 

鴫原 その後の、内田さんの動きは速いものでした。

直ぐに当社（インターソシオ）内に机を用意して欲

しい旨の申し出があり、机を用意すると毎日当社に

通ってこられ、ＮＰＯの事業計画を考え始めました。

当時の内田さんはパソコン操作がままならず、当社

の社員を捕まえては(笑)、質問攻めにしながら事業計
画書や最初のホームページを作成し、メ－リングリ

ストの立上げもしていましたね。 

内田 インターソシオ社の皆さんに大変お世話にな

りました。当時は会社の年配者はパソコンの操作に

あまり習熟しておらず「○○ちゃん！ 頼むよ！」

で済ましておりましたから、定年になってはたと困

りました。ＮＰＯ法人の設立に関わるなら、自前のホ

ームページ位は作れなくてはと、当時水戸のハロー

ワークが募集していた「Ｗｅｂエンジニアリング講座」

を受け、３ヶ月間若い人たちに交じって、ＨＴＭＬ、Ｊ

ＡＶＡＳＣＲＩＰＴ、ＰＥＲＬの言語を学びました。ここで

学んだことを、インターソシオ社に行って実践して

指導を受けていたので大変効果的でした。後年この

経験が、設立当初より会の正式なホームページやメ

ーリングリストを立ち上げるなど、その他新しいビ

ジネス展開に大変役に立ちました。 

鴫原 いよいよＮＰＯ法人の立上げ間近になった頃、

「内田さん、ＮＰＯはどこで開設するのですか？」と

聞いた時の内田さんの回答が今でも印象的に私の胸

に残っております。「自分は東海村なので、日立市で

もひたちなか市でもいいのだけれど、今まで日立製

作所にお世話になった人生だったので、できれば日

立市に恩返しにしたい」と。その言葉とおり日立市

でＮＰＯ法人設立を行いＮＰＯ法人Ｃｎｅｔの開設になり

ました。私もその仲間に加わりました。 

久保 内田さんは、当会の内部にはこのような話を

多く語ってはいないので、設立の経緯を知る上で大

変貴重な話でした。なるほどと思う点が多々ありま

した。 
では当会の設立当初のことに話を移しましょう 

内田 平成１３年１２月に有志約３０人に加わってＣｎｅｔ

を立ち上げました。この中に発起人の会澤由友さん、

その後初代の代表理事になられる吉澤澄夫さん、副

代表理事になられる白石陽一さん、県会議員の井手

義弘さん等がおられました。日立市多賀農協の２階に

事務所を借りて、みんなでパソコンやネットワーク

の配線をしたり、必要な什器を運び込んで事務所開

設の準備をしました。平成１４年１月２５日に樫村千秋

日立市長、山本忠安商工会議所会頭にご臨席いただ

いて事務所開きをしております。当時はまだダイア

ルアップ回線でしたが事務所開きに合せてホームペ

ージを立ち上げました。その後吉澤さん等と必要な

書類を整えて茨城県にＮＰＯ法人設立の申請をし、平

成１４年４月茨城県で９２番目のＮＰＯ法人としてＣｎｅｔ
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コミュニティが発足しました。理事は吉澤さん、白

石さん等計１３名で私はＩＴ関係担当の理事に就任しま

した。 

久保 設立当時から当会に関わってこられた高橋さ

ん、自己紹介を兼ねて入会の経緯をお聞かせください。 

高橋 私は、設立後間もなく当ＮＰ

Ｏに入会しました。実は内田さんと

は会社に同期入社です。同期の人

たちが還暦を迎えて、定年後に内

田さんの呼びかけで、初めての同

期会を開きました。久し振りのこ

とで、話が大いに盛り上がりまし

たが、内田さんはその頃からいずれパソコンを活動

の主体にしたＮＰＯ法人を立ち上げたい、その時に一

緒にやれる同志を探していたようです。設立と同時

に声がかかり入会しました。 

久保 現在Ｃｎｅｔの女性理事である佐藤さん、自己紹

介も兼ねてＣｎｅｔへの入会の経緯をお聞かせください。 

佐藤 「講師募集！」と書かれた

この会のホームページを偶然見つ

けたのが９年前のことです。子育て

もひと段落し、好きなパソコンを

通じて外に一歩踏み出したいとい

う、ちょうどそんな折でした。｢履

歴書｣片手に勇んでドアを叩いて…。 
今でも｢履歴書を提出したのは佐藤さんだけだよ｣と

からかわれたりしますが（笑）、一介の主婦がこの会

の活動を通して広く地域社会と関わりが持てるよう

になり、感謝をしております。 

久保 私は、内田さんとは日立製

作所に入社以来、制御用のコンピ

ュータの仕事を一緒にしてきまし

たから、内田さんがＮＰＯを立ち上

げていることはよく知っていまし

た。私は定年退職後、コンピュー

タの技術を今までしてきた趣味に

生かそうとして、パソコンのＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌや画像処

理の講習に通いながらぶらぶらしておりましが、３年

ぐらい経って地元に根付いた活動をしたいというの

が当会へ入会する動機でした。 

■ 設立当初の活動 
久保 では当会の設立当初のことに話を戻しましょ

う。設立１年目はどのような活動をしていたのですか。 

内田 まずパソコン講座関係のワーキンググループ

（ＷＧ）とホームページ作成ＷＧ、パソコンをリサイ

クルするパソコンリユースＷＧができましたが、設立

したばかりのＮＰＯ法人にはとにかく、活動の場、す

なわち仕事が何もないわけです。私は、当時ＮＰＯ法

人シニアＳＯＨＯ三鷹に入会しておりましたので、堀

池代表理事にお願いしてパソコン教室や講座を開く

ために、パソコン講座の講師、サポートの心得、講

師のパソコンスキルのテストなどを茨城地区で講習

をしてもらいました。事務所でパソコン教室を細々

と開きましたがビジネスになるほどのものではあり

ませんでした。 

佐藤 高橋さんもその頃から内田さんと行動を共に

しておられますね。 

高橋 入会した当初は仕事も無く大変な状態でした。

内田さんとコンビでパソコンや資料を持って近隣の

市町村や各種団体に営業活動に回りました。けれど

もできたばかりのＮＰＯ法人に仕事を回してくれると

ころはなかなかありませんでした。この会がやって

行けるのかどうか、大変厳しい時期でした。真夏の

ことでしたが、二人であちこち車で走り回った後、

昼食にしようと泉ヶ森神社で一休みしました。後年

内田さんは当時のことを回想して「緑陰に 遅き昼餉
の セールスマン」という句を詠んでいます。 

内田 そのような時に、鴫原さんから自社で受注さ

れた近隣の市町村のパソコン講座の仕事を当会に回

していただきました。さらに茨城県から再就職者対

象にパソコン講座の仕事を受託しましたが、自前の

パソコン２０台が必要で、インターソシオ社から借用

して、ひたちなか市から日立市の多賀事務所まで運

んでなんとか間に合せたりしました。会は発足した

けれど何も仕事がないときに、正に「干天の慈雨」

といった感じで今もその時の感謝の気持を忘れては

いません。 

鴫原 できたばかりのＮＰＯ法人が根付くまで協力す

るのは企業の責務だと思っておりましたので、シニ

アの皆さんが必死でやっているのを見てできる限り
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支援したいと思っておりましたから。 

内田 その他にも活動の場を広げるため、企業向け、

個人向けのパソコン設定作業をやらせてもらおうと

日立電線の関連会社に約１０名が行って教習を受けて

パソコン設定の仕事を回してもらいました。これは

今も継続しており大変助かっております。 

佐藤 小学校のパソコン学習支援もこの頃から始め

られておりますね。 

内田 そうです。当会の初代の代表理事の吉澤さん、

発起人の会澤さん（当時多賀図書館長）と私の３人で

大久保小学校を訪問してパソコン学習の支援を無償

のボランティアでやらせてもらいたいとお願いしま

した。私達の趣旨説明を聞いていただき、当時の青

羽校長が「やってみよう！」と引き受けて下さり、

これでパソコンの仕事をしたいと集まった会員の活

動の場ができると小躍りするほど嬉しかったですよ。 

高橋 当会のメンバー１０数人が、１年生から６年生ま

でのパソコン学習の時間をフルにサポートしました。

これが評価されて翌年から８校のサポートが市の教

育委員会より予算化され、次年度は全小学校２３校の

サポートが始まりました。 

 
■ 設立１年後の改革 
久保 設立１年後に、内田さん以外の１２名の理事全

員が退任し、その後、内田さんが代表理事に就任し

ておりますが、この時の状況について聞かせてくだ

さい。 

鴫原 ＮＰＯ法人の設立後１年目の事業は思うように

スタートすることができませんでした。もちろん、Ｎ

ＰＯといえども経費が発生しておりますので、直ぐに

立ち行かなくなり、理事の総入れ替えという事態に

まで到ってしまいました。当座の運転資金を内田さ

んが新たな理事に図って用意し、再スタートをきり

ました。それで、当社から仕事を回すことで少しで

もＣｎｅｔに貢献できればとの思いで、Ｃｎｅｔさんとの関

係を継続させていただきました。この時期は、内田

さんにとっては、一番つらく不安な時期だったので

はないでしょうか。 

内田 発足時はバラ色の夢を抱いておりましたが、

現実は厳しく、設立後１年目は事業収入、会費収入共

に不調で赤字となり初代の理事の出資金を拠出して

補填しました。１年が経って次の総会が近づき、初代

の代表理事の吉澤さんが当時の理事に対して理事を

継続するか、退任するかを書面で出すように言われ

ました。その結果吉澤さんから、継続してもよいと

いうのは内田理事だけで、他は全員退任の意向だと

告げられました。事務所も解約して郵便局に私書箱

を置くかなど議論され、まさしく会の存亡の危機で

した。これからと意気込んでいたので本当に困惑し

ました。継続できたのは、小学校のパソコン学習支

援、パソコン教室の運営、近隣の市町村のパソコン

講座など、１年間の活動でビジネスとして何とかなる

と手応えを感じておりましたし、パソコン関係のワ

ーキンググループに優れたメンバー約１０人も集まっ

てくれていたからです。根底には小学生やシニアの

皆さんにパソコンを教えて喜んでいただける笑顔、

何か人の役に立つ喜びを感じていましたので、高橋

さんをはじめこのメンバーに会を継続して一緒にや

ろうと呼びかけました。 

高橋 そうです。内田理事を残して１２名が辞職する

ことになり、内田さんが理事候補、監事候補に一人

ずつ一緒にやろうと説得されました。そのときに「こ

の会を絶対存続させるんだ！」という内田さんの熱

意を感じました。この折に、私も理事に就任し事務

局を担当して今日に至っています。２年目からは理事

８名で再スタートしました。 

内田 初代の役員は１年でこのような結果となりま

した。事前の検討が少々拙速で準備が足りなかった

かも知れませんが、この時の役員の勇気、決断があ

ったからこそ、このＮＰＯ法人コミュニティＮＥＴひた

ちが設立できたことを忘れてはいけないと思います。 

久保 代表理事に就任に当たりまずやられたことは

何でしょう。 

内田 総会で代

表理事に選任さ

れたとき、シニア

の良識を信じて

会の危機的状況

を脱したいと、会

の運営モットー
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を打ち出し、会員の皆さんに協力をお願いしました。

立上げ当初は色々な人の集まりなのでまとまらず、

内輪げんかもした苦い経験から、やはりシニアらし

く賢くやろう（Ｃｌｅｖｅｒ）、営業も積極的に行いシニア

の活動の場を確保しよう（Ｃｒｅａｔｉｖｅ）、かつての職位

職歴などに拘わらず気さくに楽しくやろう（Ｃｈｅｅｒｆ

ｕｌ）、さらに、後年、自分だけの満足でなく地域に役

立とう（Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ）、そのためには、自己変革、ス

キルアップもしよう、と呼びかけました。 
まずやったことは「入るを図って出を制す」です。

新しい収入の確保、会員数の増大を講ずるほか、事

務局の人員削減、パソコンの講師と事務所当番の兼

務、謝金の支払いのキャッシュレス化など事務の合

理化、そして過去の職歴にこだわらない人材採用、

実務型の理事を選任しました。理事の担当するワー

キンググループや職務を明確にすると共に、理事会

を毎月１回開いて活動状況や業績のフォロー、新規ビ

ジネスの開拓について議論をしてきました。 

鴫原 先に話があったように大変厳しい時期を越し

ましたので、内田さんは、代表理事に就任されると

次々に新しいワーキンググループを立上げＮＰＯの足

掛かりを固めていきました。これは内田さんのＣｎｅｔ

に対する熱い想いがあったからできたことだと思っ

ています。 

佐藤 新体制になって早速新しいパソコン１０台を導

入されておりますね。資金はどうされたのですか。 

内田 当時事務所には、レンタル期間を終了した古

いパソコンなどのもらい物で見かけもＯＳの種類も

ばらばらでした。これではお金を取ってパソコン教

室の運営はできないと考えておりましたが、赤字の

決算をしたばかりで新規のパソコンの購入資金は皆

無です。そこで、会員に３年後に有利子で償還するか

らと投資をお願しました。３年で償還する約束でした

が事業の見通しが立っているわけではなくリスクを

伴うことでした。けれどもありがたいことに、理事

をはじめとして多くの人が何とかしなくてはと思っ

ていたのでしょう。皆さんが協力してくれ、有志の

出資金約２００万円が集まり、パソコン１０台とプロジ

ェクタ、プリンタなど新品を買いそろえることがで

きました。新しいパソコン１０台が入荷してみんなで

セットアップをしましたが、「これで自前のパソコン

で存分に仕事ができるぞ！」と、その時の感激は今

でも忘れられません。実際はその後収入も順調に増

えてお蔭様で２年で償還を果たせました。 
人からお金を借りて集め、物を買ったのは後にも先

にもこれが初めてです。（笑） 

 
■ 新体制での活動 
久保 ２年目から赤字を脱して以後黒字続きになり、

活動も活発になっておりますが、浮上のきっかけに

なったのは何だったのでしょうか。 

内田 会の運営面では、新理事８名が各々ワーキング

グループのリーダーとなって会を引っ張ってくれ、

活性化されました。活動の場を広げる、売り上げを

伸ばす点では、前記の小学校のパソコン学習支援が

予算化されたこと、新しいパソコンを導入してパソ

コン講座が盛況になったこと、そして近隣の市町村

のパソコン講座やホームページ作成の仕事を受託で

きるようになったのが大きかったです。もちろんこ

れらに対応できるいい人材が集まり、相互に学習を

してきました。さらに、茨城県、日立市共催で「起

業家創出支援」の募集がありこれに応募しました。

いくつかの団体が応募し提案コンペが開かれました。

当会の使命、活動計画などのプレゼンテーションを

した結果、提案が採用され助成金を得ることができ

ました。資金面ではこれが大きかったです。 

高橋 そうでしたね。これで、インターネット美術

館など事業用に使用する高性能のパソコンやカメラ

を買い揃えたり、会議室、事務室の整備、他所から

貰い受けていた、スクラップ寸前のテーブルや椅子

を新調したりと、事務所を一新する事ができました。 

久保 当初の苦境を脱して順調に立ち上がってきた

わけですが、主な事業内容の話をしましょう。小学

校の学習支援について先ほど話がありましたが・・・。 

内田 日立市教育委員会との委託契約の主な業務は 
・授業におけるパソコン操作やソフトの使い方指導  
・教職員の情報機器活用に関する支援  
・ホームページの作成、更新支援 
でした。 
サポートする学校が８校から２３校に増えサポート員

を集めるのが大変でした。サポート員専用のメ－リ
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ングリストを立ち上げて、相互に連絡をしたり、質

疑応答でサポート員のレベル向上を図りました。 
その後最盛期は市内小学校全２５校に男女計２５名の

サポート員が出向き、毎年４，５００時間、パソコン学

習の手助けをしていました。 
小学校のパソコン学習の充実、学校間格差解消及び

ホームページの維持更新に寄与することができたと

思います。佐藤さんもサポート員でしたね。 

佐藤 ええ。私は助川小学校のパソコン学習のサポ

ートを担当させていただきました。担任の先生や生

徒から「佐藤先生！」と呼ばれるのが少しこそばゆ

い感じでしたが嬉しかったですね。生徒の皆さんが

目を輝かせて一生懸命に学習しているのをサポート

できて幸いだと思いました。サポートの結果、でき

なかったことができるようになったときの生徒さん

の笑顔が素敵で、珠玉のような時間を過ごさせてい

ただきました。これは各学校を担当しているサポー

タの共通した思いだったでしょう。 

内田 そうそう、佐藤さんは当時のことを「お日様

の 光を浴びてちさき子の マウス持つ手の 愛らし
さよ」と詠んでおられますね。 

久保 パソコン講座の方はどうだったのですか。 

内田 日立市の視聴覚センター主催のパソコン講座

の委託を受けて、講師、サポータを派遣したのを始

めとして、常陸太田市、県北生涯学習センターのパ

ソコン講座など近隣の市町村のパソコン講座の委託

を受けてやってきました。このワーキンググループ

は宮垣久典さんが理事就任以来取りまとめておりま

すが、事務所のパソコン講座も含めて、当会のパソ

コン講座を受講した人は累積で延べ１１，４１０人、講座

数１，１４７講座になるとのこと、およばずながら日立

市のデジタルデバイド解消の下支えになっておりま

しょう。パソコンのスキルを身につけて再就職され

た方もおられ、お役に立てて喜ばしいことです。 

佐藤 ホームページ作成の仕事にも積極的に取り組

んでこられましたね。 

内田 ええ、近隣の市町村の行政、団体のホームペ

ージ作成の委託を受けて作成してきました。当会の

実績ができて近隣の市町村に業者登録をした結果、

入札の参加資格を得ることができてパソコン講座や

ホームページ作成を入札で受注したものもあります。 
当会が関わった、日立職業探検少年団、ひとり一芸

チャレンジ推進運動などで、これらの広報活動には

自前のホームページを持つべきだと提言して、多く

のホームページ作成に関わってきました。当会の設

立５周年記念の折は日立市の主要１６公園のホームペ

ージを作成して寄贈しました。この中には先様でホ

ームページ作成の体制が整い移管したものもありま

すが、当会で作った原型がそのまま利用されており

ます。今まであったものを当会が低コスト化すると

して仕事を持ってくるのではなく、何も無かったと

ころに、当会の提言で有を生じたことに意義がある

のだと思います。 

久保 その他にはどのような活動をしてきたのですか。 

内田 地元の多賀商店会との協働も考えました。 
国際大道芸や夏祭りに当会で出店して、見物に来ら

れた方の写真を撮影してうちわに貼り付けて、販売

したり、ポップコーンも機械を借りて来て販売した

りしました。その後会員の高齢化が進み、出店のテ

ントの設営がしんどくなって止めましたが。（笑） 
日立市の商店街活性化事業として駅前通りの空き店

舗に高校生の自主運営の店「カウッパ（フィンラン

ド語で店）」を開いたときには日立市役所、商工会議

所や商店会からの依頼で、大島さん他数名で管理人

を引き受けて３年間継続しました。会員の活動の場を

広げるために、市や商工会議所の関係で、日立市民

の街づくりに関するアンケートの集計業務、日立市

の主要道路の交通量調査など、当会のやれる範囲で

積極的に取り組んできました。しかしすべてがうま

くいったわけではなく、いろいろ営業活動をしたり

提案をしたりしましたが、こちらの力が及ばず結実

しなかったものも多数あります。 

久保 会員管理や入出金など、事務局の業務や経理

はどのように取り組んできましたか。 

高橋 私が事務局長に就任する前の最初の頃は手書

きの帳簿で管理していて、大変な手間がかかってお

りました。その後パソコンを活用して事務局の業務

の合理化、省力化を進めました。多賀農協さんの協

力を得て、謝金の支払いをキャッシュレスにしたの

も一例です。 
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内田 経理の業務は当初会社の経理だったＯＢに手

伝ってもらいましたが、結局はＮＰＯ向けの経理ソフ

ト及び、給料ソフトを導入して技術屋の担当理事が

苦労しながら取り組んで使いこなせるようになりま

した。副代表の大島興洋さんが理事会での業績の月

次報告、通期見通し、期末決算の方法を確立されま

した。事務局の歴代の女性スタッフも有能な方がそ

ろい、現在の仕事のやり方が定着するのに大いに貢

献しました。 

■ クラブ活動、趣味の会の発足 
佐藤 なるほど。事業活動の進展についてうかがい

ましたが、いわゆるクラブ活動、趣味の会に相当す

るワーキンググループも順次立ち上がっております。

いきさつはどうだったのでしょうか。 

内田 地域の行政、企業、各種団体のご支援、及び

会員の皆さんのご協力で何とか当初の苦境を乗り越

えることができました。「衣食足りて礼節を知る」と

申しますが、仕事々々と言うだけでなく、少しゆと

りを持って会員の皆さん同士が楽しく交流できるグ

ループがあってもいいのではないかと・・・。 

佐藤 まず「俳句の会」、「デジタル写真同好会」そ

れから「お茶に親しむ会」が発足しておりますね。 

内田 「俳句の会」のリーダーは桜井キミ子さんで

す。桜井さんはパソコンをもっと深く学習したいと

いうのが入会の動機でしたが、長い句歴をお持ちと

知り、当会の「俳句の会」の立上げをお願いしまし

た。大学を定年退官された小野 訓先生を紹介してい
ただき、小野先生を主宰として約１０名が集まり毎月

１回句会を開いております。桜井さんが句会を立ち上

げて最初に詠まれた句は「新しき 顔ぶれ若葉 喝采
す」でした。句会もこの８月で１００回目を迎えます。 

高橋 「デジタル写真同好会」のリーダーは小林明

光さんです。デジカメ撮影の基本、撮影後のレタッ

チを学習して、撮影会、作品の鑑賞会、批評会など

毎月１回例会を開いております。 

鴫原 私も何回か撮影会に参加させてもらいました

が、カメラの構え方、構図の取り方など初歩から丁

寧に教えていただきました。 

内田 小林明光さん、高橋さんは昨年の日立市展の

写真の部で受賞してこの会のレベルの高さを証明し

ました。 

久保 「俳句の会」、「デジタル写真同好会」の活動

状況は当会のホームページに掲載されておりますし、

両会とも昨年は１０周年記念の作品展示会を開催し盛

会でした。 

内田 最後の「お茶に親しむ会」ですが、リーダー

は広田和子さんです。正月と花見の頃に茶会を開い

ております。高橋さんも茶会の亭主としてお世話を

してくれておりますが、客の私達シニアは物覚えが

悪く、お茶の作法がなかなか身につかず、毎年迷惑

をかけております。（笑） 

高橋 これらの趣味のワーキンググループの他に、

春夏秋冬と総会時の年５回の交流会を当会の全体行

事として１０年間開催してきております。年々盛んに

なって会員の交流に大いに役立っております。 

久保 そうですね。私は春の交流会の代表幹事を引

き受けており、毎年、日立製作所の発祥の地の記念

碑がある熊野神社の境内で花見の会を開いています。

「お茶に親しむ会」と共催することもありますが、

皆さん見事な桜を堪能して盛会でした。会全体の交

流会の他にも「パソコンを楽しむ会」「パソコン技術

交流会」の活動も活発ですね。 

内田 「パソコンを楽しむ会」は佐藤さんがリーダ

ーですが、インターネットで買物、情報検索、Ｗｏｒｄ、

Ｅｘｃｅｌの活用など生活に役立つこと。「パソコン技術

交流会」は星川雄さんがリーダーで、ハード、ソフ

ト、システム、ネットワーク等少し専門的な技術が

対象、大別するとこうなります。二つの会とも盛会

で大変よろこばしいことです。パソコンはひととお

り身につけたけれど、もう少し知りたい、楽しみた

いという方に人気が高いようですね。先日も「パソ

コンを楽しむ会」で豆本を作る講習会があり、「般若

心経」の豆本を作ってもらいました。（笑） 

佐藤 それから事務室の講座の講師、受講生の溜り

場となっている喫茶コーナーのカフェ・シーネット

があります。どのような経緯でできたのですか。 

内田 パソコン講座の合間に休憩する喫茶コーナー

を作りたいと、根元直子さん、事務局の２代目の女性
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スタッフ川崎美智子さんから提案がありました。初

代店主の小林和子さんにデザインをしてもらい、事

務室の什器を新調するのに合わせてかっこうを整え

ました。ここは独立採算でやってもらっております

が、歴代の店主がアットホームな雰囲気作りをして

いただいて当会のオアシス的な存在です。 

佐藤 そうですね。ここでパソコンを学ぶお仲間と

のおしゃべりが楽しみだからと教室に通って来られ

る方もおられますね。 

久保 内田さんはその後しきりに「群れて楽しもう」

と呼びかけてこられました。 

内田 あるとき

上野で開催され

ていた書道展を

見に行きました

ら、「集雅凝情 

敬業楽群」の書が

眼に飛び込んで

きました。私流に解釈すると「（雅（みやび）に集い

／人の情に凝る／相手の業（わざ）を敬い／群れて

楽しむ」。私たちに当てはめると「相手の業」とはす

なわち「パソコンの技術」ですからそう考えるとま

さに我々の会の理想を表しているのではないかと思

いました。その後、事あるごとに会の皆さんに言っ

て来ました。かなり古びてきたのでいい言葉があれ

ば紹介をしてください。(笑) 

久保 地域と協働、地域への貢献ということでは「ひ

たち職業探検少年団」の「ひたちパソコン探検少年

団」の指導を引き受けて８年間継続しております。 

内田 日立市教育委員会、日立商工会議所から打診

があり、「ひたち職業探検少年団」の発足と同時に、

小学校の高学年、中学生のパソコンに関心のある子

どもさん対象に、パソコンの基礎をしっかり身につ

けてもらおうと引き受けました。星川雄理事が取り

まとめで、佐藤さんも指導員に加わって、短期間に

パソコンの基礎、ホームページの作り方、パソコン

の解体組立、工場見学、情報処理検定試験３級への挑

戦など大変盛りたくさんな内容です。 

佐藤 工場見学では、内田さんの出身の日立製作所

大みか工場（現日立製作所インフラシステム社）に

パソコン探検少年団の団員を引率してうかがいまし

たが、工場のみなさんが大変わかりやすい説明や親

切な対応をしてくださり、協力していただいている

企業にも感謝しております。 

 
■ ひたちインターネット美術館を開設 
佐藤 Ｃｎｅｔの設立２年後にはひたちインターネット

美術館を設立し、その後９年間運営をしていますね。

その経緯はどうだったのですか。 

内田 平成１５年９月のことでした。所用でシビック

センターへ出かけたらたまたまその日が日立市展の

最終日で作品の展示は今日で終わるということでし

たので、洋画、日本画など急いで展示会場を回りま

した。明日からこれらの作品群を鑑賞できなくなる

のを大変残念に思いました。 
早速Ｗｅｂ上に「いつでも、どこでも、誰でも見られ

るインターネット美術館」を構築したいと市民活動

課、日立市文化協会に提案、市展の運営委員会に出

向いてインターネット美術館のサンプルを持参して

プレゼンテーションをした結果、皆さんの賛同をい

ただいて翌年の平成１６年９月第４０回市展に合せて開

設しました。当時の日立市文化協会の大貫幸男さん、

大松真津夫さん（いずれも故人）に大変ご尽力をい

ただきました。大変だったのは展示作品の写真撮影

で高橋さんが中心になって取りまとめてくれました。 

高橋 作品の写真撮影の原則は、作品を損傷しない

よう手で触らないこと。そして明るい作品は明るく、

暗い作品は暗く、ありのままに撮るということです。

これが簡単のように見えてなかなかむずかしいので

す。撮影時の室内の照明、作品の額のガラスやアク

リル板の反射、差し込んでくる外光などを考慮しな

ければいけません。昨今の優れた画像編集ソフトを

使えばいかようにも編集できますが、これではどれ

も絵葉書仕立ての写真になってしまいます。撮影に

当たっては灯光器の専用の照明を使い、カメラマン

とチームを組む照明係には黒子の服装で来るように

お願いするなど、細心の注意を払って撮影をしてお

ります。 

佐藤 作品の撮影には大変苦心をされているのです

ね。ところでインターネット美術館を９年間運営して

きて、現在の状況はいかがでしょうか。 
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内田 インター

ネット美術館開

設５周年で、作者

の作品をまとめ

て鑑賞できるよ

うに個人の美術

館「作者の部屋」

を開設、平成２３年第４７回の市展から日立市民文化事

業団の計らいで、日立市長賞、日立市議会議長賞、

日立市教育委員会教育長賞、日立市文化協会会長賞

の四賞の受賞作品はすべてをインターネット美術館

に掲載することになりました。現在まで日立市展作

品、美術愛好の市民の作品など合計約１，０００点、作

者の部屋が約７０室になっています。 

佐藤 インターネット美術館に作品を掲載されてい

る作者の感触はいかがでしょうか。 

内田 掲載者から「石垣島に旅行時、友人に自分の

絵を見てもらった」、「絵を習った郷里の恩師が見て

励ましてくれる」、「ニューヨークにいる娘が見て批

評してくれる」、「作者の部屋に１０作品を掲載するま

で頑張る」、「インターネット美術館の掲載作品は人

生の記録だ」、「作品の制作で多くの作品が大変参考

になる」などの声が寄せられており、大変喜ばしい

ことです。 

久保 インターネット美術館を開設後９年間運営し

てきて、もはや日立市の貴重な文化アーカイブスと

言ってもいいですね。ところで当会でインターネッ

ト美術館を運営する意義はどんなところにあるので

しょうか。 

内田 当会の会員の写真撮影、ウェブコンテンツ作

成のスキルをフルに活用して活動の場ができること、

作品搬入時の掲載受付から作品の写真撮影、コンテ

ンツ作成、公開までの手順で作業を進めますが、毎

年、シニア、レディース、延べ約２０名が協力して一

つのプロジェクトを成し遂げる達成感は大きいです。

何より作品掲載者の喜びの声は我々の大変な励まし

であり、美術作品を文化遺産としてのこせる喜びも

大きいものがあります。 

佐藤 当会の活動については茨城新聞社の取材があ

り、大きく報道されました。 

内田 平成１９年１０月２６日の茨城新聞の朝刊の一面

に事務所のパソコン教室の受講生と一緒の写真入り

で掲載されました。同新聞の連載記事「団塊マイウ

ェイ」に取り上げられ、「ＰＣ指導」「笑顔が報酬」と

大きく見出しがのり、記事には『ＪＲ常陸多賀駅近く

にある「コミュニティＮＥＴひたち」の事務所は、定

年退職後も元気に活動する会員たちがあふれてい

る。』と、設立当初から現在までの当会の活動、経緯

が私の談話として掲載されました。翌年には、『団塊

マイウェイ』と題して同社から新書版の本が発行さ

れ、その本の「世代を超えたメッセージ」という章

の中に、「ＩＴ集団の地域貢献」

というタイトルで記録されてい

ます。団塊世代のセカンドライ

フをどう生きるかということが、

大きな社会的課題にもなってい

たわけです。私たちのＮＰＯ活動

がその一つの答を出したとも言

えると思います。 

■ 多賀図書館にパソコン教室を開設 
佐藤 平成２３年に多賀図書館の視聴覚センターがシ

ビックセンターへ移設されることになり、多賀地区

のパソコン教室が廃止されることになりました。そ

のときに自主グループでパソコン学習していた皆さ

んと協議して、市に継続するよう働きかけられまし

たね。 

内田 日立市の視聴覚センターが平成２３年３月多賀

の教育会館（多賀図書館）からシビックセンターに

移転され、これまで市民が利用してきたパソコン教

室が廃止されることになりました。当会は平成１５年

より視聴覚センター主催のパソコン講座の委託を受

け、講師、サポートを派遣して講座を担当していま

した。平成１８年からは日立市職業探検少年団（パソ

コン探検少年団）の指導を受託し、当センターのパ

ソコン教室で５年間講義を担当しておりました。 

佐藤 私もそこでパソコン講座の講師やサポートを

担当させていただいておりました。 

内田 パソコン教室の廃止を聞き、平成２３年度のパ

ソコン探検少年団の講義をどこで実施するのかとい

う当面の問題と、市民対象に従来どおりパソコン講

座を継続したいし、これまで利用してきた市民の自
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主グループからも存続を希望する声が上がりました。

日立市民の情報技術のスキルアップのため、なんと

か従来の形で多賀地区にパソコン教室を継続できな

いか日立市役所の関係部署と意見交換をしました。

条件によっては当ＮＰＯ法人でパソコンを準備する用

意がある旨を伝えました。その結果、従来と運用、

管理方法が変わってもパソコン教室を存続させても

よいことになり、まず自主グループの代表に集まっ

てもらって、当会の提案趣旨、内容を説明すること

になりました。 

佐藤 平成２３年２月のことでした。私も自主グルー

プの代表の一人としてその場におりました。内田さ

んと高橋さんがパソコンやプロジェクタを多賀図書

館に持ち込んで自主グループの代表や関係者約３０名

に対して、用意するパソコンやソフトの機能や開始

時期を平成２３年４月１日から利用開始できるように

するとプレゼンテーションをされました。「みんなが

その気になればできるのだから」とパソコン教室の

継続を呼びかけられましたね。 

内田 プレゼンテーションの結果、当会の提案が多

くの自主グループの賛同を得られ、提案した内容で

パソコン利用者の申し込みの受付を開始し、４月１日

オープンに向けて準備を始めました。 

久保 多賀図書館の研修室にパソコンを準備してい

たときに、東日本大震災が起こりました。そのとき

の対応はどうだったですか。 

内田 実はあの震災が起こる直前の３月１１日の朝の

ことでした。すでに発注していたパソコン１５台を、

その日に搬入したいとメーカーから連絡がありまし

た。当方で受入の都合もあったので後日に変更した

ら東日本大震災が発生しました。まことに幸いなこ

とに新しいパソコンは難を逃れました。予定どおり

に搬入されていたら、どうなっていたか分かりませ

ん。多賀図書館の建屋の復旧工事を待って、パソコ

ン教室は多賀図書館のご支援、ご協力をいただき、

当初計画より９ケ月遅れて翌年の平成２４年１月から

利用開始しました。運営管理は佐藤理事、パソコン

の保守は宮原養治侶理事が担当して運用中です。現

在１５グループ、約１２０名の市民が好評利用中です。

日立職業探検団のパソコン探検少年団の学習拠点に

もなっております。 

久保 当会の１０周年記念の事業として多賀地区のパ

ソコン学習の拠点にノートパソコン１５台を設置でき

てよかったと思いますし、市民の皆さんにもっと広

く利用していただけたらいいですね。 

佐藤 東日本大震災の発生時の事務室の状況はどう

だったのですか。会員にはどんな呼びかけをしたの

ですか。 

内田 当日のパソコン教室の受講生の川又良久さん

が、当会のミニコミ誌に次のような手記を寄せられ

ていますので紹介します。 
「３月１１日金曜日、

宮垣先生の講座が

始まった。午後２

時３０分頃今まで

経験したことのな

いような大きな地

震。ど～ん。横揺

れ。立っていられなかった。机の下に潜り、机の脚

に掴まって止まるのを待った。先生がパソコンを閉

じた。私は閉じるのが怖かった。その後も暫く揺れ

た。少し静かになったので裏窓を開けてみると農協

の石蔵が潰れていた。これは大変なことが起きたと

思った。事務所の中の物が散乱していた。皆さんと

一緒で本当に良かったと思います」 
地震の直後、多賀事務所に状況確認の電話をしても

電話が不通、心配していたところ、午後７時ころ宮垣

理事から電話連絡があり、事務所の内は書棚などの

転倒、散乱があったがパソコン講座を受講中の会員

の人は全員無事とのことで安堵しました。翌３月１２

日事務所に行って内部を点検しました。写真に見る

ように大変ひどい状況でした。その後余震が少し落

ち着いて、有志の方々で事務所の片付けをしました。

結局電気や水道の生活インフラが復旧するまで事務

所は約２週間閉鎖しました。 

 
■ シニア世代の社会への貢献 
久保 今まで主に当会のことについて話をうかがい

ました。これからもっと広くシニアの社会参画とい

うことについて話をお聞きしたいと思います。まず

日立市のシニアの社会参画についてどのように感じ

ておられますか。 
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内田 日立市の資源は、山、川、海に恵まれた自然、

研究、開発、工場施設などの豊かなインフラ、最大

の資源は定年になったシニアの人材だと思います。

素晴らしい活動をされている人や団体もありますが、

その人材の質、数から考えるとシニアの社会参画は

まだ十分とは言えないのではないでしょうか。ここ

にＮＰＯ法人数の資料があります。茨城県内のＮＰＯ法

人数は６９０法人（平成２５年１月末）人口１万人あたり

のＮＰＯ法人数は２．３（平成２４年１１月末）であり、全

国４７都道府県中下位から第２位の少なさです。県内

の法人数は水戸市１２５、つくば市１２９、日立市はこれ

らの約５分の１の２４と低調です。ＮＰＯの法人数が町お

こしの状況に直結はしないでしょうが、一つの指標に

はなるでしょう。 

佐藤 茨城県、日立市ではどうしてＮＰＯ法人の設立

が低調なのでしょうか。 

内田 理由は色々あるでしょうが、やはり企業城下

町であるということが影を落としているのではない

でしょうか。定年後も現役時代の上下関係が隠然と

残っており、職位職歴を引きずって新しいことは起

こしにくいのでしょう。そのようなものは、定年後

はご破算にしていいと思うのですが・・・・。 

鴫原 そうですね。上下関係の人間関係は会社人の

時にはより力を発揮するでしょうが、これをご破算

にして新しい団体や組織に加わるのは、上下関係の

中で人生の大半を過ごしてきた方には、受け入れる

のが難しい。ここが問題なのでしょうね。基本的に

人は変わりたくないものです。だから、第二の人生

なのに、上下関係にしがみついているのでしょう。

悲しいことですが。 

久保 なるほど。これが自分たちの仲間だけでは付

き合うが、外に向かっては何もしない、何も起こら

ない閉塞感をもたらしているのでしょうか。 

内田 大抵の会社の社是や綱領には「社会に貢献、

地域に貢献」とありますが、それを支えていた会社

員は定年になると何故か内向きになってしまうので

す。会社に勤めていた頃の仲間だけでなく、一歩外

に出て、それまで知らなかった地域の人達と交流し

てその素晴らしさを経験してみて欲しいものです。 

佐藤 シニアの活動が大きな流れとなって地域がも

っと活性化するといいですね。それも男女協働参画

であれば大きなパワーになると思います。 

内田 日立市のシニア、子育てを終えたご婦人の人

材の質、量から考えたら、もっと地域に貢献するＮＰ

Ｏ法人のようなグループできてもいいと思います。そ

れこそ雨後のたけのこのように・・。 

鴫原 私は内田さんがＮＰＯ法人に参画する前から現

在までを見てきました。内田さんにとってＣｎｅｔは第

二の人生だったと思いますが、１０年を振り返って、

これからＮＰＯ法人を立ち上げようとするシニアへ助

言するとしたら、どのようなアドバイスをしますか。 

内田 ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ三鷹に入会したり、当

会の設立に関わった経験しかありませんが、やるか

らには早く、歩きながら考えた方がよいでしょう。

これから勉強してからよりも、自分に足りない物を

持つ仲間を集めて、早く立ち上げることです。準備

期間が長いとシニアは助走期間中に疲れてしまいま

すから。（笑）。次は当然のことですが、地域や人の

役に立つことを会の目的にすべきです。そうすれば

いい人が集まり、長続きがするのではないかと思い

ます。多くの人が地域のために何かしたいと考えて

いるのですから。それから人間関係で言えば、職位、

職歴、先輩、後輩の関係など社歴はあまり持ち込ま

ないということです。これらは一度ご破算にして付

き合うべきです。弊害が出ますから。そして最後に

運営の基本は、結局は人、物、金、良い仲間を集め、

きちんとした運営方針、ルールを作ること。また立

ち上げ時の収支悪化、資金不足に耐える手立てと覚

悟を持つことも必要です。 

■ Ｃｎｅｔの今後について 
久保 Ｃｎｅｔの活動は１０年を経過しました。タブレッ

ト型の携帯パソコンや携帯電話とパソコンが一体と

なったスマートフォーンが普及し始めました。これ

からも時代の流れに遅れずに、このような情報技術

を共に学びながら、若者たちにおいてきぼりにされ

ないように、シニアとしての経験を生かして皆さん

と一緒に活動していきたいと思います。 

佐藤 セカンドステージの場を見いだせて多くの

方々と出会えたことを幸せに思っています。この会

とのご縁に心から感謝しながら、明日もまた元気で
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活動できますように…と思っております。私たち女

性の会員も「パソコンを楽しむ会」を平成２１年から

始めて、もう２５回も続けることができました。「Ｃｎｅ

ｔなでしこグループ」という名称も付けていただいて、

毎回おおぜいの会員の方々が参加してくださってい

ます。星川さんや平田さんが主催されている「パソ

コン技術交流会」に負けないように、続けて参りた

いと思っています。 

久保 ところで、現在の会員状況についてお聞かせ

ください。 

高橋 設立以来の正会員は通算で約４５０名となりま

す。パソコンのことをひととおり身につけて卒業さ

れる方、その他の事情で退会される方もおられます

が常時１２０名位の会員数です。皆さんがパソコン学

習をしたり、ワーキンググループや交流会に参加し

たりして楽しんでおられます。一方賛助会員は、日

立製作所インフラシステム社、日立情報制御ソリュ

ーションズ社、日立茨城情報サービス社、それに日

立市多賀農協の４社で、当会の設立趣旨にご賛同いた

だいて長年ご支援をいただいており、まことにあり

がたいことです。 

久保 最後にコミュニティＮＥＴひたちの今後につい

てお話しをうかがいいます。 

鴫原 先程も話しましたが、内田さんは理事の総入

れ替えという苦労にも辞めることなく第二の人生を

掛けて取り組みました。私は中小企業の社長ですが

社長と社員との違いはただ一つだと思っています。

それは何があっても辞めない（辞められない）のが

社長です。ＮＰＯの代表理事も同じだと思います。１０

年続いていること、その原動力はＣｎｅｔへの熱い想い

からでしょう。この火を消してはいけないと思いま

す。この会は、職位、職歴に関係なく日立市近隣の

パソコンに関心を持つ男女が協働参画で集まる、活

動のプラットホームです。会社勤めの間は見ず知ら

ずの男女とここで知り合い、新しい交流が始まり、

新しい友達になれる、それも地域貢献を果たしなが

ら・・・。これは素晴らしいことだと思います。今

はやりの言葉で言えば、シニア、男女共同参画事業

の活動です。（笑）。このような趣旨で集まり活動を

している県北では唯一のＮＰＯ法人です。これから先、

５年後、１０年後、Ｃｎｅｔがどのように成長をして行く

のか、どのように続けていけるのか、大変期待をし

ております。 

内田 当会のメンバーは、パソコンを学びたい、教 

えたいとパソコンを絆に集まった人たちですが、能、

茶道、剣舞、詩舞、ピアノ、ハーモニカ、写真、短

歌、俳句などをたしなむ、まことに多士済々な顔ぶ

れです。このような方から「一度あきらめたパソコ

ンと再び向かい合えました。ずっと機械に弱い人た

ちの味方でいてください」「先生の笑顔に助けられて

います、同じことを１０回聞いても叱らないでくださ

い」のメールや、新しくパソコンを始めた方の、パ

ソコンを学ぶことの喜び、驚き、期待を詠んだ「パ

ソコンに わが好奇心 揺さぶらる ゆさぶられつつ 
開(あ)く扉あり」「パソコンの 見知らぬ世界に 踏み
迷い 迷いつつ進む ひかり降る道」の短歌が寄せら
れると、このような方々の支えになれるＮＰＯ法人を

続けて来てよかったなと心底思います。やはり「シ

ニアの生甲斐は人の役に立つこと」、「シニアの最大

の報酬は相手の笑顔」です。これからも会員の皆さ

んと大いに群れて楽しみたいものです。 

事業としては、ＩＴ関連のインフラも整備され、パソ

コンに加えてタブレット端末の出現など、当会の出

番はさらに大きくなりましょう。当ＮＰＯ法人は地域

に今までなかったことを「０」から「１」にする存在

であり続けたいと思います。そのためには加齢に甘

えず、シニアの知恵を発揮しながら地域と協働し、

新しい提案を続けていける「清新で活力に満ちた」Ｎ

ＰＯ法人でありたいと存じます。これまでの皆さんの

ご支援、ご協力に厚く御礼を申し上げます。引き続

きご指導の程宜しくお願い申し上げます。 

久保 本日は皆さんにお集まりいただいて、大変有

意義な話し合いができたと思います。おかげさまで

平成２５年度も会員が１２０人を越えています。 

本日はどうも有難うございました。 
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